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面水は、耕作時と同様に上流部から下流部へ移動するものの、一時的であり、滞留することばめったに  





るといえよう。   
ここでは、ハンノキの実生個体群の分布と地下水位の関係を明らかにするため、放棄後7年目の谷津  
田の地下水位の高さを調査した。  
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図1調査地した放棄水田と溜池の外形．Al～A7，Bl～B7，Cl…C7は地下水位の測定地点  
を示す．  
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里山の放棄水田に出現したハンノキの分布と地下水位  
























放棄水田B   放棄水田C  
図2 各放棄水田におけるハンノキの分布とススキ・ネザサの分布．  
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図3 各放棄水田における地下水位の高さの季節変化（平均値と最高最低を示す）．  
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図4 調査した放棄水田の地下水位の変化と溜池．  
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園5 各放棄水田における地下水位の高さと地下水位測定地点を中心とした半径5m以内のハンノキの密  
度の関係（±S．E．）．  
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図6 各放棄水田における地下水位の高さと地下水位測定地点を中心とした半径5m以内のハンノキの樹  
高の関係（±S．E．）．  
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園7 各放棄水田における地下水位の高さと地下水位測定地点を中心とした半径5m以内のハンノキの総樹  
冠面積の関係（±S．E．）．範囲が円にならなかった場合は、半径5mの円に換算した．点線は半径5  
mの円の面積を示す．  
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